
人件費課題 

あなたの会社では、地域で活躍している工業分野のプロフェッショナルをゲストに呼んで、工

芸美術品を作成するという取り組みをしています。 

今回、7 月の取り組みとして５人のプロフェッショナルに依頼し、7 つの工芸品を作成しました。 

それぞれのプロフェッショナルの専門分野は違っており、違う作業を担当しています。1 日のう

ち、違う作品を手掛けることもあります。 

それぞれの工芸品は美術館などに販売します。 

そこで、5 人のプロフェッショナルの作業日報から、毎日の何時にどの作品を手掛けていたか

の表を作成しました。 

そこから、7 つの作品それぞれで人件費がどのくらいだったか調べ、利益率が適正かチェック

したいと思います。 

データ 

P1 シート～P5シート 

それぞれのプロフェッショナルごとに 1 シートになっていて作業日ごと、時間帯ごとにどの作

品を手掛けているか記録している。 

 

スタッフシート 



それぞれのプロフェッショナルに支払う時給が記載されている。 

 

作品シート 

それぞれの作品の見積金額と材料費が記載されている。 

 

集計シート 

このシートに最終的な集計を行う 

 

※必要に応じてこのほかにシートを追加してもよい 

STEP1 



1か月で、それぞれのプロフェッショナルが、それぞれの作品に対して何時間の作業をしたかま

とめます。 

STEP2 

STEP1 の結果を作品ごとに合計し、スタッフシートのデータと合わせてそれぞれの作品の人

件費を求めます。 

STEP3 

STEP2までの結果を集計シートにまとめ、それぞれの項目を計算します。 

経費には見積額の 10％を管理費として加算します。 

STEP4 

それぞれの作品で、見積額と利益率 33％にした場合の適正見積額が比較できるグラフを作

成します。 


